
   

 

生活環境を守るための西柴団地協定  

  西柴団地自治会 

 

西柴団地協定は、先に 20年ぶりに改定された主として建物に関する建築協定と補完しあい、

西柴団地の良好な生活環境の維持をはかるために常識的な範囲で対処するものです。 

生活環境は全員の財産です。共生・共存の精神でより住みやすい西柴団地を目指すもので

す。 

 

【１】建築物にかかわる工事について 

新築、増改築及びリフォーム等の計画と施工に当たっては、近隣住人と協議を行いトラ

ブルを起こさない。 

 

【２】住宅設備の設置について 

エアコン室外機、給湯機、省エネ発電装置等の設置に当たっては、近隣住人に配慮する。 

 

【３】車庫について 

１． グリーン・ベルトに面した公道側に車庫を設置しない。 

２． 公道の隅切り部を出入り口とした車庫は設置しない。 

３． 車庫を設置するときは、隣接する住人に配慮すると共に、排気ガスや騒音防止等に

配慮する。機械式車庫設備を設ける場合も同じとする。 

 

【４】路上駐車について 

長時間の駐車はしない。また、やむを得ず駐車する場合は近隣の迷惑、交通の妨げにな

らないようにする。 

 

【５】公道沿いの擁壁・障害物等について 

１． 公道沿いの擁壁及び人工地盤は、安全の確保に努めると共に、景観及び近隣の環境

を阻害しない。 

２． 通行の障害になったり、安全を脅かす物品（自動販売機、販売物品、立看板等）は、

公道に置かない。 

商店街においては、自主管理基準を作り、管理運営する。 

３． 車椅子の利用等のために、グリーン・ベルトの一部を切り欠くときは、自治会の同

意を得る。また、必要がなくなったときは、グリーン・ベルトを元通りに復元する。

これらに必要な費用は、すべて個人負担とする。 

４． 街路樹の移設・伐採・撤去については、自治会の同意を得る。 
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【６】共同のゴミ集積場の利用について 

１． ゴミ出しは決められた日時、集積場所、分別方法を守る。 

２． 同じ集積場所の住人の間で決めたルールに従い、カラス対策を含め適切な管理を行

う。 

 

【７】庭について 

１． 生垣や樹木、擁壁上の植栽が隣家の屋根や敷地、及び歩道を含む公道にはみ出さな

いように手入れをする。 

２． 近隣住人に迷惑をかけない、また防火・防犯、衛生、景観の観点から庭の手入れを

する。 

３． 空き家、空き地における雑草を含め植栽は土地所有者が責任をもって管理する。 

 

【８】騒音について 

深夜早朝、周辺に不快な音を出さないように配慮する。 

 

【９】ペットについて 

１． 飼い主のいないペットをつくらない。 

２． 犬は狂犬病防止のため定期的な予防接種を受ける。また、無駄吠えをさせないよう

に努める。 

３． ペットの糞尿の始末は道路、公園等を含め、すべて飼い主の責任において行う。屋

外散歩等では糞は持ち帰り、尿は水で流す。 

 

【10】長期の不在について 

転居及び長期に住居を空ける時は、防犯、防災のため、近隣住人あるいは自治会に予定

不在期間、緊急連絡先等を連絡する。 

 

補則 

 １．本協定は団地自治会区域（自治会会則第 2条を参照）の全地域に適用する（非自治会

員も含む）。 

２．第 1種中・高層住居専用地域は【３】の１．については、別途協議とする。 

３．本協定の運用は、自治会環境交通部門を主管とする。必要に応じ当該ブロック担当者、

建築協定運営委員会の協力を得る。 

４．本協定の改定は、住民投票をして、在籍会員の過半数の賛成を得なければならない。 

 

平成１４年１１月 １日  施行 

平成２８年 ４月 ９日  一部改定 

平成３０年 ４月 １日  名称を含め改定施行  

                                     以上 


